フィリピン共和国ビリラン島における小児肺炎の発症及び危険因子―地域調査に基づく縦断的研究 by 光齋 久人
Incidence and risk factors of childhood
pneumonia in Biliran Island, Philippines -A
community-based longitudinal study
著者 光齋 久人
号 84
学位授与機関 Tohoku University
学位授与番号 医博第3378号
URL http://hdl.handle.net/10097/61270
（書式１２） 
  
氏 名 
こうさい ひさと 
光齋 久人 
学 位 の 種 類 博士（医学） 
学位授与年月日 平成 27 年 3 月 25 日 
学位授与の条件 学位規則第 4 条第 1 項 
研 究 科 専 攻 東北大学大学院医学系研究科（博士課程）医科学専攻 
学位論文題目  
 
Incidence and risk factors of childhood pneumonia in Biliran 
Island, Philippines – A community-based longitudinal study 
（フィリピン共和国ビリラン島における小児肺炎の発症及び危
険因子―地域調査に基づく縦断的研究） 
論文審査委員  主査 教授 押谷 仁 
   教授 栗山 進一 教授 賀来 満夫 
論 文 内 容 要 旨 
 肺炎はフィリピン共和国を含む発展途上国において小児及び乳児の主な死因のひとつである。
しかしながら、地域調査に基づいた研究報告はいまだ多くはない。本研究はフィリピン共和国ビ
リラン島で行われた、各家庭を対象とする小児肺炎の発症率、死亡率、危険因子及び医療受診行
動の評価を目的とする縦断的研究である。五歳未満の子供を持つ保護者を対象とし、質問票を用
いて 2011 年 6 月から 2012 年 5 月までに経験した小児肺炎様症状に関して解析を行った。 
訪問した 3327 家庭のうち 99.3％にあたる 3304 家庭から本研究に参加する承認を得、総計
5252 名の五歳未満の小児の情報を元に解析を行った。1000 人年あたりの肺炎様症状、重症肺炎
様症状の発症率はそれぞれ 105 件及び 61 件で、肺炎関連死亡率は 0.9 件であった。危険因子の
同定は Cox 比例ハザードモデルを用いて行われ、喘息の既往（ハザード比（以下、HR）: 5.80, 95%
信頼区間（以下、95% CI）: 4.79— 7.02）、社会経済状態の悪さ（HR: 1.11, 95% CI: 1.02— 1.20）、
公的医療施設からの距離の遠さ（HR: 1.32, 95% CI: 1.09— 1.62）が肺炎様症状の発症に関与し
ていることが統計的有意に検出された。重症肺炎様症状の発症に関与していた危険因子は喘息の
既往（HR: 8.38, 95% CI: 6.53— 10.76）、社会経済状態の悪さ（HR: 1.30, 95% CI: 1.17— 1.45）
の二項目であった。また一般化推定方程式を用いた多変量解析から、肺炎様症状罹患時の公的医
療機関への受診行動に関連する因子は社会経済状態の悪さ（社会経済状態評価スコアを四分した
第一群（最良）と比較した第二群の値、オッズ比（以下、OR）: 0.32, 95% CI: 0.11— 0.95）と公
的医療機関からの距離の遠さ（OR: 0.52, 95% CI: 0.27— 1.00）、重症肺炎様症状罹患時のビリラ
ン州病院への受診行動に関連する因子は公的医療機関からの距離の遠さ（OR: 0.55, 95% CI: 
0.31— 0.98）とビリラン州病院からの距離の遠さ（OR: 0.34, 95% CI: 0.20— 0.58）であると推定
された。 
これらの結果から、特に重症肺炎様症状への対応を改善し迅速かつ適切に処置を行うために
は、住民の医療アクセスへの介入が効果的であると考えられた。しかしながら、本研究の結果は
後ろ向き調査の解析によって得られたものであるため、検出された各々の相関の因果関係を考察
するためには、引き続き当該地域で行われている前向きコホート研究の情報解析が不可欠であ
る。 
 

